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「ひゃああぁぁ──？
「うおおぉぉぉ？」
   悲鳴とも歓声ともつかない声が響く中、ガタガタ
と激しい音を立てながら疾駆する木造コースター。
レールの高低差はそれほどでもないが、とにかく振
動が凄い。
   先程乗ったコースターとはまた違ったスリルに、
政近は高揚感に満ちた歓声を上げる。が、その隣に
座る臨時パートナー、乃々亜はというと、
「お〜」
   いつも通りのやる気なさげな半眼のまま、棒読み
気味に感心したような声を上げていた。怖がってい
る様子はないが、楽しんでいるようにも見えない。
むしろ、「へぇ〜こんなに速度出るんだ〜ふ〜ん」
くらいの感想しか抱いていないように見えた。
「······」
   とても絶叫マシーンに乗っているとは思えない気
のないリアクションに、政近は思わず苦笑してしま]
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う。そして、コースターが速度を落とし始めたとこ
ろで、乃々亜に率直に尋ねた。
「······なぁ」
「ん〜？」
「楽しいか？」
「ん？   まあ楽しいよ？」
「そ、そうか」
   チラリと視線だけをこちらに寄越してそう答える
乃々亜に、政近は「杞憂だったか」と頭を掻く。
「こんな装置でワーキャー言ってる人間見てると、
なんか面白いなぁって」
「楽しみ方がサイコ」
   しかし、軽く乃々亜の言葉ですごくに真顔になった。
まさかのアトラクション自体ではなく、それに乗る
人間達を興味の対象にしていらっしゃった。
「いや、そうじゃなく······コースター自体はどうだ
ったんだよ」
「え？   ······落ちたら死ぬなぁって」
「とことん視点が、ヒトを実験動物として見るマッ
ドサイエンティストのそれなんよ」
   分かってはいたことだが······ホントにつくづく、
一般的な人の感性から外れていらっしゃる。もち]
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という考えが浮かぶこと自体はある。しかし、乃々
亜の場合は、その考えに付随するべき、恐怖、とい
う感情が全く感じられない。落ちたら死ぬというこ
とを、ただの事実として認識しているのだ。
(すげぇな、これがガチのサイコパスってやつなの
か······)
   感心やら戦慄やらがない交ぜになっている政近
に、乃々亜がついっと流し目を向ける。
「まあ、くぜっち相手なら隠す必要ないしね〜······
普通の女の子っぽく怖がって欲しいってんならそう
するけど？」
「いや、いい。むしろそうするお前が怖いから」
「ひっどい言われよぉ〜······これでもアタシ、他の
トモダチの前では上手くやってるんだけど〜？」
「だからこそ怖いんだよ······」
   そう言ってから、政近はふと、このサイコな同級
生がどこまでやったら反応をみせるのか興味が湧い
た。というわけで、コースターを降りた政近は、乃々
亜と共にいろんなタイプの絶叫マシーンをはしごす
る。
   空中ブランコ、バイキング、急流滑り、フリーフ
ォール······
「で、どうだった？」
「ん？   落ちたら死ぬなぁって」
「全部一緒！   もう全っっっ部一緒‼︎」
   全く同じ感想を繰り返す乃々亜に、政近は力いっ
ぱい突っ込んだ。果たして、ここまで張り合いのな
い客が他にいるだろうか。遊園地側からしても、「お
前何しに来たんや······」と思われるのではなかろう
か？
「そろそろ戻る？   けっこーいい時間だけど」
「······そだな」
   素知らぬ顔で時間を確認する乃々亜に、政近も諦
念と共に頷く。しかし、有希たち三人が待つ場所に
向かう途中で、ふとお化け屋敷が視界に映って立ち
止まった。
   (う〜ん······こういうタイプの怖いやつだったら、
反応見せるのか？」
   そんな疑問が湧き、政近は最後にお化け屋敷に寄
ることにした。のだが······
「ウヴアァァァアァ！」
「お〜」
「いや、だから人間観察するなよ······」
   案の定ょと言うべきか······物陰から飛び出してきた
血塗れの男に、至極冷静な目を向ける乃々亜。あま
りにも淡々としたその反応に、同行する政近もなん
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たスタッフさんもなんか反応に困っていた。
「うブォ、ウブァァァ！」
「ふ〜ん」
   なぜか逃げないギャルを、一生懸命威嚇するスタ
ッフさん。それを半眼でじっと眺める金髪ギャル。
なぜだろう、むしろ脅かす側が、静かに追い詰めら
れている気がするのは。
「おい、やめて差し上げろ、行くぞ」
   見かねた政近が、乃々亜の腕を引っ張って先に進
む。すると、その先で突然ガタガタガタッと戸棚が
揺れた。思わぬ不意打ちに、政近は少しビクッとな
ってしまう。
「······へぇ」
「だから人間観察すんな」
   驚きに身を強張らせた途端、乃々亜から意味深そ
うな目を向けられ、政近は気まずくなった。その後
も、結局乃々亜が怖がることは一度もないまま出口
に到着。二人は悲鳴のひとつも上げずにお化け屋敷
を出た。すると、乃々亜がぐーっと伸びをしながら
言う。
「あぁ〜楽しかった」
「うっそだろお前」
   鈍い反応を繰り返していた乃々亜の思わぬ言葉
に、政近は恐わずツッコんでしまう。すると、乃々
亜はチロリと横目で政近を見ながら小首を傾げた。
「くぜっちは、楽しくなかったの？」
「······」
   その質問に対して、即座に否定を返さない自分に、
政近は驚く。そして冷静に思い返してみれば······な
んだかんだで、自分も結構楽しんでいたことに気付
いた。
   最初こそ、面白みのない反応を見せる乃々亜に驚
きと呆れを感じていたが······途中からは、全く怖が
らない乃々亜をなんだか楽しむようになってしまっ
ていたように思う。
   (······参ったな、これもある種、こいつの魅力って
ことなのか？)
   いつも気だるげなのに、妙に周りに人が絶えない
わけだ······なんて考えながら、政近は肩を竦めた。
「ま、それなりに楽しかったかな」
「そっか」
   すると、乃々亜は大して興味もなさそうに頷くと、
さっさと先に行ってしまう。とことん自由気ままで
マイペースなその姿に、政近は苦笑を浮かべながら
姿を追うのだった。]
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